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②学校と地域
の課題

その他

中学校の部活動について、地
域の方に技術力向上の支援を
いただいている。部活動は、教
員の負担が多い課外活動であ
り、また、国が進める部活動の
地域展開を踏まえ、地域の方
の部活動への更なる参画が必
要である。

各中学校の部活動に加え、地域展開を見
据えた部活動に、協働活動リーダーを１～
２名配置する。

これまで以上に地域の支援をいただき、部
活動（学校）及び生徒と地域の絆を強め、部
活動の地域展開に進むことができるよう、中
学校の部活動へ協働活動リーダーを新規
配置または増員する。

協働活動リーダーが部活動支
援に入ることで、生徒と地域の
距離が近くなり、地域の方と相
互理解が図られ、信頼関係等も
構築することができる。

協働活動リーダー
（部活動支援）の人
数

17 人 25 36
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協働活動リーダーの増員により、子どもたち一人ひとりへの
きめ細かい対応が可能となり、部活動の地域展開に向けた
受け入れ体制が強化された。
また、専門的知識を持つ人材の配置により、教員が生徒へ
の技術指導を行う際の心理的な負担が軽減され、より質の
高い指導環境が実現した。
協働活動リーダーの増員に伴い、メンバー間の調整を行う
者の負荷の増加が課題となっている。
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